
平成 25年度実績に関する事務事業評価表
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③
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円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

評
価
結
果

Ａ 計画どおり事業を実施することが適
当

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

法令に基づき、適正な事務執行に努めている。

１ 高い ２ 普通

　

１ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない
１ 適正である ２ 改善の余地あり効  率  性 Ａ

コスト効率

負担割合の適正化
実施主体の適正化

類似事業の有無 １ なし ２ 検討の余地あり ３ あり
上位施策への貢献度 １ 高い ２ 普通 ３ 低い

３ 適正でない

２次評価 不要

３ 低い

３ 低い・未実施

１ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

１ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない
３ 妥当でないＡ

自治体関与の妥当性

１ 高い ２ 目標どおり
対象の妥当性
目的の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり

５
取
組
内
容

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

評価項目 内　　容

６
評
価

評価の視点 Ｈ24評価 Ｈ25評価

妥　当　性

有  効  性 Ａ
目標達成度

１次評価
（課長総括）

②年間所要時間 300 300 300 300 0.0% 300

①事務事業に携わる正規職員数 1

・墓地改葬申請及び墓地経営申請に対する事務

0.0% 1,260,000

③人件費（②×＠ 4,200 円）（Ｂ） 1,260,000 1,260,000 1,260,000 1,260,000 0.0% 1,260,000

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 1,260,000 1,260,000 1,260,000 1,260,000

人
件
費

1 1 1
00 0

0.0% 1

④その他（使用料、雑入等）

財
源
内
訳

①国庫支出金

収入合計 0 0
⑤一般財源

②県支出金

0
⑤その他

③地方債

支出合計（Ａ） 0 0 0 0

③工事請負費
④負担金補助及び交付金

①需用費

25年度 26年度
予算現額 決算額 予算現額 決算額 決算増減率 当初予算額

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分 単位
24年度

支
出
内
訳

100

３
指
標

②委託料

成
果
指
標

事務処理率 100 100 100 100 100.0%

活
動
指
標

墓地経営許可申請件数（計画不明） 8 3

墓地改葬許可申請件数(計画不明） 22 5

手       段
（活動指標）

計画

墓地経営許可事務、改葬許可事務

意       図
（成果指標）

墓地の管理及び改葬者が、市民の宗教的感情に適合し、かつ公衆衛生その他公共への福祉の見地から、支障なく行われる。

25年度 26年度
実績 計画 実績指　標　名 単位 24年度

達成率 計画

市民協働の状況 協働になじまない

款

12　自然環境の保全・継承

目

２
事
業
概
要

事 業 概 要
墓地経営許可事務、改葬許可事務
（墓地、埋葬法に関する法律（昭和23年法律第48号）第5条及び第10条に基づく富山県知事の権限に属する事務の処
理の特例に関する条例）

対　   　象 墓地経営許可申請者、改葬許可申請者

総
合
計
画

目  標  名

基本事業名 36-２　環境保全活動の推進

予
算
科
目

会　   　計 予算なし

基本目標５　豊かな自然と共生したまち

平成12年

項

終了年度

予 算 事 業 名 なし 係　   　名 市民係

電 話 番 号 0765-23-1003事  業  区　分 法定受託事務

担
当
部
署

課       名 市民課

ソフト事業

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 墓地経営許可・改葬許可事務

事  業  期　間 開始年度

施  策  名 36　生活環境の保全と向上

政  策  名

当面継続



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 団体
② 人
③
① ％
② ％
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

３ 低い
３ 低い

２ 普通
２ 検討の余地あり ３ あり
２ 目標どおり

妥　当　性

0

0
0

②県支出金

0

320,000

③人件費（②×＠

評価項目Ｈ25評価

1

②年間所要時間 100

内　　容

740,000

100

1

420,000

３ 妥当でない２ 検討の余地あり

2,140,000313,651

２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

１ 高い
１ 適正である

２ 改善の余地あり
２ 改善の余地あり
２ 普通

３ 適正でない
３ 適正でない１ 適正である

ソフト事業

0
0

170,000
150,000

0
0

終了年度

項

目

事  業  区　分

総
合
計
画 基本事業名

事  業  期　間

目  標  名

施  策  名

環境安全課環境保全啓発事業

環境保全啓発事業

自治事務

環境政策係

23-1004

担
当
部
署

課       名

係　   　名

電 話 番 号

３
指
標

25年度

24
計画

20

単位 24年度
実績 達成率

一般会計

衛生費

保健衛生費

環境保全費

24
600

市民協働の状況

リサイクル市やフリーマーケット、生物多様性に関する講演会の開催、企業の環境保全に係る様々な取組みを紹介することにより、循環型社
会の構築の大切さを理解してもらい、また、環境保全活動に参加してもらうことで、市民の環境意識の高揚を図る。

政  策  名

計画
25

80.0%
100.0%

基本目標５　豊かな自然と共生したまち

12　自然環境の保全・継承

36　生活環境の保全と向上

予
算
科
目

会　   　計

款

開始年度 当面継続平成7年

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名

予 算 事 業 名

成
果
指
標

２
事
業
概
要

事 業 概 要
くらしの中から環境保全活動の輪の広がりを期待すると共に、他団体との連携を強化し、くらしに密着した環境を守
る活動を市民運動として展開されることを目的として、「環境フェスティバル」を開催する。

④負担金補助及び交付金

４
コ
ス
ト
情
報

財
源
内
訳

区　　分

③工事請負費

人
件
費

⑤その他
支出合計（Ａ）
①国庫支出金

支
出
内
訳

0
0
0

0

10,000

1.57
42.00

来場者数/市民
環境の保全のための取り組みを行っている市民の割合

５
取
組
内
容

③地方債
④その他（使用料、雑入等）
⑤一般財源
収入合計

○第19回環境フェスティバルの開催
　目的：次の世代へ、美しい地球環境を』を合言葉に、企業、団体による環境美化、保全活動や地球温暖化に対する活動等について
紹介し、市民の環境に対する意識啓発及び活動促進、活動団体間の連携強化を図る。
　日時：平成25年9月28日（土）　場所：ありそドーム　　参加者数：約600名

4,093,651

288,473

420,000

①事務事業に携わる正規職員数

①需用費
②委託料

0

0

141,473

96.0%

単位

0

170,000

0
150,000

24年度
予算現額

0

決算額

147,000

320,000

0

0
320,000

288,473

0
0

288,473

類似事業の有無
上位施策への貢献度

１ 妥当である
１ 高い

１ 高い
１ なし

Ｈ24評価

Ａ
１ 妥当である
１ 妥当である目的の妥当性

対象の妥当性

1.34%
46.1050.90

1.57 2.00
48.00

６
評
価

Ａ

評価の視点

１次評価
（課長総括）

効  率  性

有  効  性

Ｂ
負担割合の適正化

コスト効率
実施主体の適正化

Ａ

自治体関与の妥当性

708,473

目標達成度

750

協働している

800

36-２　環境保全活動の推進

参加団体

対　   　象

意       図
（成果指標）

手       段
（活動指標）

市民

活
動
指
標

参加者 700
23

環境フェスティバルを開催する。

700

指　標　名 実績計画
26年度

10,000

0

予算現額 決算額

0

156,651
147,000

0

0.0%
10.7%

0

決算増減率

2,000,000

748,000

2
66

26年度
当初予算額

1,002,000

390,000
0

0.7%

25年度

2,140,000

8.7% 140,000

8.7%330,000

　

5,920,000

3

２ 検討の余地あり

3

4,110,000

900

3,780,000

477.8%

900

0

313,651

3,780,000 800.0%

３ 妥当でない

３ 低い・未実施

8.7%
200.0%

0
0

0

3,780,000

900

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

330,000

3
330,000

313,651

総　費　用（Ａ＋Ｂ）

円）（Ｂ）4,200

800.0%

不要
計画どおり事業を実施することが適
当

２次評価

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

「環境基本条例」の制定（H22.4.1施行）、同条例に基づく「環境基本計画」の
策定（H27.3予定）及び「生物多様性うおづ戦略」の策定（H26.3）など環境保
全を推進しており、リサイクル市やフリーマーケット、生物多様性に関する講
演会の開催、企業の環境保全に係る様々な取組みを紹介することにより、循環
型社会の構築の大切さを理解してもらい、また、環境保全活動に参加してもら
うことで、市民の環境意識の高揚を図ることが必要である。

評
価
結
果



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 件
②
③
① ％
② ％
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

補助率及び上限額について見直す余
地あり

２次評価

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

「環境基本条例」の制定（H22.4.1施行）、同条例に基づく「環境基本計画」の
策定（H27.3予定）及び「生物多様性うおづ戦略」の策定（H26.3）など環境保
全を推進しており、市民等が自主的に取り組む環境保全活動に対し支援し、取
り組みを促進することは重要である。しかし、応募件数が少ないため、その原
因を探るとともに、市民等への周知に努める必要がある。

評
価
結
果

不要

502,000
652,000

0

2

1,260,000

0
652,000

300

0
150,000

100
54

計画
3

26年度
当初予算額

0
0

96.0%

0

25年度

288,524

予算現額 決算額

-67.6%

決算増減率

活
動
指
標

36-２　環境保全活動の推進

補助件数

市民協働の状況

実績
2

計画

Ｂ

６
評
価

Ｂ

評価の視点 Ｈ25評価Ｈ24評価

妥　当　性

１次評価
（課長総括）

2,496,000

320

1,344,000

2

2,076,502

320

2

-6.3%

実施主体の適正化

目標達成度
類似事業の有無
上位施策への貢献度
コスト効率

-6.3%

○環境保全活動支援事業補助金の交付
　補助団体：2件　　補助金額　5万円×2件＝10万円

2

300

1,912,000

2

2,412,000

２ 普通
２ 検討の余地あり有  効  性

Ａ

単位

732,502

732,502
0

582,502
150,000

①事務事業に携わる正規職員数

1,260,0001,344,000

1,152,000
0

0

0
0

24年度
決算額

0
0

予算現額

円）（Ｂ）4,200③人件費（②×＠

成
果
指
標

支
出
内
訳

申請に対する補助の割合
環境ほぜんのために取組を行っている市民の割合

③工事請負費

1,548,524

300

1,260,000

0

1,152,000

0
1,152,000

0
1,152,000

0

1,002,000

②県支出金

④負担金補助及び交付金
⑤その他
支出合計（Ａ） 1,152,000

0
①国庫支出金

５
取
組
内
容

③地方債
④その他（使用料、雑入等）
⑤一般財源
収入合計

②年間所要時間

総　費　用（Ａ＋Ｂ）

４
コ
ス
ト
情
報

財
源
内
訳

人
件
費

区　　分

①需用費
②委託料

２
事
業
概
要

事 業 概 要 環境保全に取り組む団体への補助を通して、市民の自主的かつ継続的な環境保全活動の推進を図る。

対　   　象

意       図
（成果指標）

市民の自主的かつ継続的な環境保全活動の推進を図る。

市内で環境保全活動に取り組む団体に対し補助を実施する。

市民、市内で環境保全活動に取り組む団体

手       段
（活動指標）

単位 24年度
実績

3

協働している

一般会計

衛生費

保健衛生費

環境保全費

基本目標５　豊かな自然と共生したまち

12　自然環境の保全・継承

36　生活環境の保全と向上

指　標　名 26年度

288,524
0

-60.6%

計画
3

100.00
42.00 50.90

100.00 100
48

100
46

100.0%

事  業  期　間

目  標  名

政  策  名

施  策  名

３
指
標

25年度

3

-25.4%

0
0

100,000
188,524
288,524

0

0

0

0
150,000

732,502
0

1,152,000
0

1,002,000

0

補助金

0
0

0
0
0

150,000

終了年度平成23年開始年度 当面継続

環境安全課環境保全活動推進事業

環境保全活動推進事業

自治事務

環境政策係

23-1004

担
当
部
署

予
算
科
目

課       名

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名

予 算 事 業 名

事  業  区　分

係　   　名

電 話 番 号

会　   　計

款

項

目

0.0%

達成率
66.7%

-60.6%

0
652,000-60.6%

0

-33.3%

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

効  率  性 Ｂ

２ 検討の余地あり

総
合
計
画 基本事業名

３ 妥当でない
３ 妥当でない
３ 妥当でない
３ 低い・未実施
３ あり
３ 低い
３ 低い
３ 適正でない
３ 適正でない負担割合の適正化 １ 適正である

　

１ 妥当である
１ 高い

１ 妥当である
１ 妥当である

１ 高い
１ なし

評価項目 内　　容
自治体関与の妥当性
目的の妥当性
対象の妥当性

２ 改善の余地あり

２ 普通
２ 改善の余地あり

２ 検討の余地あり

２ 目標どおり

１ 高い
１ 適正である

２ 検討の余地あり



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 枚
②
③
① ％
② ％
③ ％

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

ソフト事業

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 アダプト・プログラム事業 担
当
部
署

課       名

事  業  期　間 開始年度 平成14年度 終了年度

環境安全課

予 算 事 業 名 アダプト・プログラム事業 係　   　名 生活安全係

事  業  区　分 自治事務 電 話 番 号 0765-23-1048

12　自然環境の保全・継承 項 保健衛生費

施  策  名 36　生活環境の保全と向上 目 環境衛生費

当面継続 予
算
科
目

会　   　計 一般会計

目  標  名 基本目標５　豊かな自然と共生したまち 款 衛生費

政  策  名

３
指
標

指　標　名 単位 24年度 25年度 26年度

基本事業名 36-２　環境保全活動の推進 市民協働の状況 協働している

２
事
業
概
要

事 業 概 要

市民と行政との協働で生活環境を保全していくため、魚津市内の道路、海岸、公園、河川等の公共空間の清掃を、市
民ボランティア団体が里親となって行う。
行政は団体と合意書を取り交わし物品の支給、清掃において出てくるゴミの収集、団体に対する指導や助言、施設管
理者との連絡調整等を行う。

対　   　象 市民・町内会等の団体

総
合
計
画

計画 実績 計画 実績 達成率 計画

手       段
（活動指標）

団体が集めたごみの収集

意       図
（成果指標）

地域が自ら環境美化に取り組むことにより、その活動が一般市民の環境美化に対する意識が向上し、ボランティア活
動への取り組みが拡大する。

活
動
指
標

ボランティア袋の配布数 17,500 19,240 17,500 12,660 72.3% 15,000

55
森林や里山に関する豊かな自然環境が保全されていると思う市民の割合 50.0 42.3 50.0 46.3 92.6% 50

山から海に至る水の循環に係わる環境が保全されていると思う市民の割合 55.0 50.4 55.0 51.5 93.6%

支
出
内
訳

①需用費 147,000 136,000 147,000 140,000 2.9%

60

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分 単位
24年度 25年度 26年度

予算現額 決算額 予算現額

環境の保全のための取組みを行っている市民の割合 42.0 50.9 48.0 46.1 96.0%

成
果
指
標

②委託料

決算額 決算増減率 当初予算額

④負担金補助及び交付金
③工事請負費

支出合計（Ａ） 422,000 356,000 422,000 415,000 16.6% 0
⑤その他 275,000 220,000 275,000 275,000 25.0%

財
源
内
訳

①国庫支出金

③地方債
②県支出金

④その他（使用料、雑入等）

収入合計 422,000 356,000 422,000 415,000 16.6% 0
⑤一般財源 422,000 356,000 422,000 415,000 16.6%

0.0%

②年間所要時間 60 60 60 40 -33.3%

①事務事業に携わる正規職員数 1 1 1 1

-4.1% 0

５
取
組
内
容

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

団体が集めたごみの収集

252,000 252,000 168,000 -33.3% 0

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 674,000 608,000 674,000 583,000

人
件
費 ③人件費（②×＠ 4,200 円）（Ｂ） 252,000

６
評
価

評価の視点 Ｈ24評価 Ｈ25評価 評価項目 内　　容

目的の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない
対象の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

有  効  性 Ｂ
目標達成度 １ 高い ２ 目標どおり

妥　当　性 Ａ
自治体関与の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

効  率  性 Ｂ
コスト効率 １ 高い ２ 普通

３ 低い・未実施
類似事業の有無 １ なし ２ 検討の余地あり ３ あり
上位施策への貢献度 １ 高い ２ 普通 ３ 低い

３ 低い
実施主体の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない
負担割合の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

市民、地域の美化、清掃活動は活発に行われており、環境美化に
対する意識は高い。
処分場から、草と土砂の分別の徹底（混在物の受入れ不可）につ
いて申し出があり、実施団体への周知、実施の徹底を図る必要が
ある。

評
価
結
果

１次評価
（課長総括） Ｂ 事業の進め方・内容について改善の

余地あり
２次評価 不要 　


